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アンケート調査の概要

調査 対象者 回答数
回答率
（前回）

市民アンケート調査
18歳以上の
市民4,000人

1,882件
47.1%
（43.5％）

結婚・出産・子育てに
関する意識調査

18から39歳までの
市民3,600人

1,149件
31.9%
（27.3%）

移住・定住に関する
意識調査

18から34歳までの
市民3,600人

1,068件
29.7%
（25.2%）

進路に関する意識調査
（高校生）

市内の高校3年生1,245人
（学校定員数の合計）

983件
７９.０%
（８１.３%）

進路、定住に関する
意識調査（大学生）

周南公立大学
1～3年生862人

268件
３１．１%
（ー）
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周南市への愛着

感じている

626

33.3%

どちらかといえば感じている

758

40.3%

どちらかといえば

感じていない

129

6.9%

感じていない

109

5.8%

どちらとも

いえない

243

12.9%

無回答

17

0.9%

[n=1,882]

（市民アンケート 問8）
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周南市の住みよさ

住みよい

406

21.6%

どちらかといえば住みよい

940

49.9%

どちらかといえば

住みにくい

161

8.6%

住みにくい

82

4.4%

どちらともいえない

277

14.7%

無回答

16

0.9%

[n=1,882]

（市民アンケート 問9）
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市民（18歳以上）の居住志向
（市民アンケート 問10）

住み続けたい

776

41.2%

どちらかといえば

住み続けたい

623

33.1%

どちらかといえば

住み続けたくない

91

4.8%

住み続け

たくない

53

2.8%

どちらともいえない

323

17.2%

無回答

16

0.9%

[n=1,882]
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市民（18歳から34歳）の居住志向
（移住・定住に関する意識調査 問12）
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定住者を増やすために必要だと思う施策（上位抜粋）
（移住・定住に関する意識調査 問20）
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高校3年生の居住志向
（進路に関する意識調査（高校生） 問11）

ぜひ住みたい

100

10.2%

できれば住みたい

173

17.6%

高校卒業後は市外に

行きたいが、将来は

戻ってきたい

109

11.1%

できれば周南市以外に

住みたい

225

22.9%

周南市以外に

住みたい

332

33.8%

無回答

44

4.5%

[n=983]
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高校3年生が周南市に住みたい、または戻ってきたい理由
（進路に関する意識調査（高校生） 問12）

173

143

100

74

60

24

17

16

13

2

5

84

(45.3 %)

(37.4 %)

(26.2 %)

(19.4 %)

(15.7 %)

(6.3 %)

(4.5 %)

(4.2 %)

(3.4 %)

(0.5 %)

(1.3 %)

(22.0 %)

0 50 100 150 200

住み慣れているから

家族が住んでいるから

生まれ育ったまちだから

地元に愛着があるから

友人や知人が住んでいるから

自然が豊かだから

特に理由はない

買い物や交通の利便性が良いから

まちに魅力があるから

まちに活気や賑わいがあるから

その他

無回答

[n=382]
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周南公立大学生（1～3年生）の定住志向
（進路、定住に関する意識調査（大学生） 問16）

ぜひ住みたい

9

3.4%

できれば

住みたい

36

13.4%

大学卒業後は

市外に行きた

いが、将来は

戻ってきたい

21

7.8%

できれば周南市

以外に住みたい

89

33.2%

周南市以外に

住みたい

109

40.7%

無回答

4

1.5%

[n=268]
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周南公立大学生（1～3年生）が

将来の居住場所を決める上で重要なもの

（進路、定住に関する意識調査（大学生） 問20）

93

86

80

73

59

55

48

47

30

30

26

20

16

12

10

10

7

1

5

(34.7 %)

(32.1 %)

(29.9 %)

(27.2 %)

(22.0 %)

(20.5 %)

(17.9 %)

(17.5 %)

(11.2 %)

(11.2 %)

(9.7 %)

(7.5 %)

(6.0 %)

(4.5 %)

(3.7 %)

(3.7 %)

(2.6 %)

(0.4 %)

(1.9 %)

0 20 40 60 80 100

治安が良い、犯罪が少ない

賑わいがあり魅力的である

生活をするうえで利便性が高い（公共交通機関や買い物の利便性）

住宅の価格・家賃等の生活費が安い

娯楽施設などが多い

子育て環境・教育環境が充実している

友人・知人が多い

自分の出身地である

自然が多い

都会である

家族が住んでいる

働く場所（就職先・転職先）が多い

医療機関が多い

防災対策が充実している

近くに運動出来る場所がある

福祉施策が充実している

過去に住んでいたことがある

その他

無回答

[n=268]
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市民（18歳から39歳）の理想の子どもの数
（結婚・出産・子育てに関する意識調査 問27）
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理想の子どもの数を「０人」または「１人」と答えた理由
（結婚・出産・子育てに関する意識調査 問２８）
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理想の子どもの数をもつために必要な取組
（結婚・出産・子育てに関する意識調査 問32）
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市民（18歳から39歳）の現実的にもちたい子どもの数
（結婚・出産・子育てに関する意識調査 問30）
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満足度が高い取組

重要度が高い取組

まちづくりにおける満足度と重要度（41項目）
（市民アンケート 問11）

令和5年 平成30年

１位 上下水道の整備 上下水道の整備

２位 消防・救急体制の整備 下水道・排水施設の整備

３位 下水道・排水施設の整備 消防・救急体制の整備

４位 工業の振興 廃棄物処理やリサイクルの推進

５位 廃棄物処理やリサイクルの推進 防犯対策や交通安全対策の推進

令和5年 平成30年

１位 病院等の医療体制の充実 少子化対策や子育て支援の充実

２位 少子化対策や子育て支援の充実 幼児教育や義務教育などの充実

３位 中心市街地の活性化 病院等の医療体制の充実

４位 バスや鉄道など公共交通の利便性 中心市街地の活性化

５位 幼児教育や義務教育などの充実 防災・減災体制の充実 16



まちづくりの総合的な満足度
（市民アンケート 問13）
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周南市人口分析の概要

【策定の趣旨】

人口減少問題の克服に向け、本市における人口
の現状を分析するとともに、市民の認識を共有し、
将来人口の見通しを示すもの。

【対象期間】

令和32（2050）年まで。
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総人口の推移
（人口分析 P２）
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資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所
（注）令和7（2025）年は国立社会保障・人口問題研究所による推計値



年齢３区分別人口の推移
（人口分析 P２）
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資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所
（注）令和7（2025）年は国立社会保障・人口問題研究所による推計値



出生数の推移
（人口分析 P４）
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資料：山口県「保健統計年報」、厚生労働省「人口動態調査」



合計特殊出生率の推移
（人口分析 P６）
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（注）1998-2002年以前の合計特殊出生率は、徳山市、新南陽市、鹿野町、熊毛町の合計特殊出生率を各自治体の15－49歳女性数で加重平均して算出した
資料：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」



女性の数（１５～４９歳）の推移
（人口分析 P7）
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資料：総務省「国勢調査」



社会動態の推移
（人口分析 P１０）
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資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」



将来人口の見通し
（人口分析 P31）
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図３-２-１将来人口の推計（国立社会保障・人口問題研究所の推計）

※令和16（2034）年推計：国立社会保障・人口問題研究所の推計をもとに、市が算出



将来人口の見通し
（人口分析 P31）

26

図３-２-２年齢階層別人口の推計（国立社会保障・人口問題研究所の推計）

※令和16（2034）年推計：国立社会保障・人口問題研究所の推計をもとに、市が算出
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